
大正10年(1921)阿賀川狭窄部真木・袋原の工事開始
慶長16年(1611)８月２１日の「慶長会津大地震」により、喜多方市慶徳町真木付近が競り上がり、さら

に土砂崩れによって桧原湖より広い「山崎湖水(山崎新湖)」が誕生したこともあります。また、この付近
は、福島県でも地殻変動が激しく隆起し続けているところで、大正10年(1921)から川底を下げる工事と水
路を流れやすくする河川工事が進めらています。

➡は地形の
移動方向

隆起

断層

1611年の土
砂崩れ位置

真木
津尻

断層

旧河道

旧河道

旧河道

袋原

長井

最明寺

慶徳

青津宇内
勝負沢・旧越後街道

真木工場跡

■は掘削工事個所

新宮

陣が峯城跡

虚空蔵森古墳

新宮城跡
熊野神社

泡ノ巻公園

新宮館山城

高寺山

雷神山古墳

山崎渡場跡

宇内薬師

山崎横穴古墳群

古屋敷遺跡
古墳時代の居館

寺屋敷特定非営利活動法人 会津阿賀川流域ネットワーク TEL 0242-27-2921 FAX 0242-27-2922

亀ケ森古墳

〇大正10年(1921)2月、阿賀川改修事務所創設
〇大正10年(1921)から昭和13年(1938)阿賀川狭
窄部で3本の水路開削工事が実施される

〇昭和16年(1941)7月、阿賀川日橋川氾濫
〇昭和22年(1947)9月、阿賀川湯川氾濫
〇昭和33年(1958)9月、会津地方で大水害発生
〇昭和57年(1982)9月、会津地方洪水発生
〇昭和62年(1987)10月、大川ダム完成
〇平成14年(2002)7月、床上22戸、床下83戸の水害
〇平成23年(2011)7月、会津地方西部で豪雨
〇平成27年(2015)9月、会津地方南部で豪雨
〇令和元年(2019)10月、会津地方で豪雨
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